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災害廃棄物処理を行った労働者の防じんマスク着用の実態

菅野 優 松岡真紀子

要 旨
背景：東日本大震災直後から被災地では建設業関係者の多くが災害廃棄物の撤去や損壊建物の解体な

どを行ってきた。災害廃棄物は津波によって運ばれた海底の汚泥や倒壊建物の建材などさまざま
あり、その中には吹き付けアスベストなど人体に有害な物質も含まれていた。そのため、作業に
従事する労働者の適切な呼吸用保護具（以下、防じんマスクという）の着用が必要であったと考
える。

目的：震災直後から災害廃棄物処理を行った労働者の防じんマスク着用の実態と労働や健康に対する
思いを明らかにし今後の対策について検討する。

方法：同意が得られた男性３名に半構造化面接法を用いたインタビュー調査を実施した。
結果：震災直後から、災害廃棄物処理に携わった３氏の防じんマスク着用は適切に行われていなかっ

た。その要因として、震災により全ての環境が一変し、労働時間や休憩時間は各自の管理のもと
行われるように変化した。また、作業開始前のミーティングは従来までの安全を重視した内容に、
ご遺体を見つけた時の対応確認が加わり誰もが不安を覚えるような内容に変わった。Ａ氏自身も
被災しており、それぞれが心身の疲労や混乱を抱えた大変な状況であり、個人の健康に気を配る
余裕がなかった。さらに、震災発生数日から働く労働者に対する防じんマスクの支給や着用徹底
の衛生教育開催の遅れが明らかになった。

考察：３氏の事業場は衛生管理者の配置が義務付けられていない小規模事業場であるため、事務職員
が安全衛生推進者として役割を担っていた。しかし、実際はその機能が果たされておらず、労働
者が安心・安全に作業に従事できる環境が不足していた。そのため、事業場の規模に関わらず保
健師などの専門職を配置することができるようなシステム作りが急務であると考える。
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序 論
2011年３月11日14時46分、三陸沖を震源とす

る深さ24㎞、地震の規模マグニチュード9.0、最
大震度７の未曾有の大津波が発生し、岩手県、
宮城県、福島県をはじめ、各地で甚大な被害を
受けた。特にも、東北沿岸地域では、多くの建
物や道路、あらゆるものが大津波により壊滅的
な被害となった。消防庁災害対策本部の発表し
た平成23年（2011年）東北地方太平洋沖地震（東
日本大震災）について（第150報）１)によると、

平成26年９月１日現在、人的被害は「死者
19,074人、行方不明者2,633人、負傷者6,219人」
住家被害は「全壊127,361棟、半壊273,268棟、
一部損壊762,277棟、床上浸水3,352棟、床下浸
水10,217棟」非住家被害は「公共建物14,345棟、
その他82,892棟」となっている。このような状
況で余震が続く中、震災直後から現地では建設
業関係者が被災道路の啓開作業、道路や橋など
の応急工事、損壊した建物の解体作業など多く
を担い復旧・復興に向け工事が進められてきた。
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環境省によると2014年３月31日現在、岩手県
では推計428.8万トンの災害廃棄物が処理され、
進捗率100％となった。これらの災害廃棄物は
選別・保管・移動ののち処理が行われる。災害
廃棄物の中には、津波によって運ばれた海底の
汚泥や倒壊建物の建材、吹き付けアスベストな
ど人体に有害な物質も含まれていた。そのた
め、作業に従事する労働者の適切な防じんマス
クの着用が必要であったと考える。
そこで本研究では、震災直後から災害廃棄物

処理を行った労働者の防じんマスク着用の実態
と労働や健康に対する思いを明らかにし今後の
対策について検討する。
防じんマスクとは
産業現場では、作業に伴い発生する鉱物性粉

じんなどの暴露から労働者を守るために防じん
マスク等が使用される。防じんマスクには、使
い捨て式と取り換え式があり、使い捨て式につ
いては１日程度の使用で破棄される。また、取
り換え式のろ過材についても目詰まりが起こる
と交換される。災害廃棄物処理に携わった３氏
は使い捨て式を使用していた。
災害廃棄物処理に関する関係省からの主な通知
１）厚生労働省…平成23年３月18日、３月28日
（その２）
「平成23年東北地方太平洋沖地震による災害
復旧工事における労働災害防止対策の徹底に
ついて」「平成23年東北地方太平洋沖地震に
よる災害復旧工事における労働災害防止対策
の徹底について（その２）」を労働局に通知。
これらの中には、粉じん曝露防止の観点から、
建築物等の解体、改修工事、がれき処理等に
従事する労働者に対して、防じんマスクの着
用を推奨する必要があると記されている。

２）厚生労働省…平成23年４月25日
「初めてがれき処理に従事する労働者等の労
働災害防止について」を労働局に通知。これ
には、初めてがれき処理に従事する労働者の
労働災害防止のため、事業者に雇入れ時教育
を確実に実施させると共に、初めてがれき処
理に従事する者に対する講習会を開催するよ
う記されている。

３）厚生労働省及び環境省…平成23年６月30日
「石綿等が吹き付けられた建築物等からの石
綿等の飛散及びばく露防止対策の徹底につい
て」を労働局、地方公共団体に通知。これに
は、被災地で、吹き付けアスベストが飛散し
た事例が確認されたことを受け、石綿等が吹
き付けられた建物等からの飛散と曝露対策の
徹底について記されている。

研究方法
対象
震災直後からＲ市で災害廃棄物処理を行った
建設業労働者男性３名
調査方法
半構造化面接法を用いたインタビュー調査
調査期間
平成26年８月16日
分析方法
逐語録を作成し、項目ごとに語られた内容を
意味が損なわれない範囲で要約し分析を行っ
た。
調査項目
①仕事に対する思い ②災害廃棄物処理時の
防じんマスク着用について ③災害廃棄物処理
における安全衛生教育の状況 ④粉じん等によ
る健康影響への不安 ⑤仕事や健康に対する相
談
倫理的配慮
研究協力者に研究の趣旨と研究方法、途中で
あっても辞退が可能であることを口頭及び書面
により説明した。インタビュー内容をＩＣレ
コーダーに録音し、得られたデーターは本研究
以外の目的で使用しないこと、さらに研究終了
後、録音内容は消去することを説明し同意を得
たうえで実施した。

結 果
対象者の概要（表１）
対象者はＡ氏「34歳」、Ｂ氏「35歳」と壮年期
に位置し、Ｃ氏は「48歳」と中年期に位置して
いた。勤務年数はＡ氏「14年」、Ｂ氏「10年」、
Ｃ氏「20年」と勤務年数が長く事業場内の中心
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的役割を担っていた。災害廃棄物処理経験期間
はＡ氏「Ｈ23年３月15日から約１年半」、Ｂ氏「Ｈ
23年３月18日から約１年半」、Ｃ氏「Ｈ23年３月
15日から約10か月」であり、３氏共に震災発生

数日から作業に従事していた。仕事の内容は震
災前、３氏共に「道路の舗装工事」であり震災
後は「重機による災害廃棄物の撤去・分別作業」
に変化していた。

インタビュー内容（表２）
⑴ 仕事に対する思い
３氏共に震災により全ての環境は一変した。

震災前は休憩時間が決まっていたが、震災後は
燃料の確保もままならない状況での作業となり
労働時間や休憩時間は各自の管理のもと行わ
れ、燃料や時間にも気を配りながら作業が行わ
れていた。さらに、作業開始前のミーティング
には従来の安全を重視した内容にご遺体を見つ
けた時の対応確認が加わり環境が大きく変化し
た。Ａ氏は自宅が被災し、生活に必要なものさ
えも十分に確保できない状況の中、周囲から譲
り受けた物や支援物資等で仕事に必要なものを
揃え毎日、仕事に向かっていた。Ｂ氏は「自分
の生活や明日がどうなるのかも分からなかった
し、仕事に行きたくなかった。しかし、放って
おけない…行かなくてはいけないと思った。が
れきの中には人々の財産やご遺体もあり、いつ
もより慎重に丁寧に重機を操作するように心掛
けた。」Ｃ氏は「まずは、自分たちが地元をどう
にかしなければいけないと思った。それしか考
えていなかった。しかし、余震や津波への恐怖、
死への不安があった。」と述べていた。３氏共
に地元で働く建設業労働者としての使命感や責
任が何よりも強く、その思いが３氏の仕事場に
向かう原動力となっていた。
⑵ 災害廃棄物処理時の防じんマスク着用につ

いて
Ａ氏とＢ氏は震災直後、防じんマスクを着用
していなかった。その理由としてＡ氏は「何も
考えられなかった、とにかくそれどころではな
い状況だった。一般的な使い捨てマスク（家庭
用マスク）は震災後10日目頃に支給され、日を
追うごとに防じんマスクが届き始めた。今は、
着用して作業すべきだと思う。粉じんが多く舞
い、労働環境が悪い状況だったから。」と述べＢ
氏は「マスクの認識が頭に無かった。一般的な
使い捨てマスク（家庭用マスク）は震災後10日
目頃に支給され、遅れた時期に防じんマスクが
届き始めた。さらに、周囲がアスベスト等を騒
ぎ始めた頃、防じんマスク着用の徹底があった。
今は、着用して作業すべきだと思う。粉じんが
多く舞い、労働環境が悪い状況だったから。」と
述べていた。Ｃ氏は「震災直後、付けたり付け
なかったりした。一般的な使い捨てマスク（家
庭用マスク）は震災後10日目頃に支給され、日
を追うごとに防じんマスクが届き始めた。一般
的な使い捨てマスクを着用したり、目に見えて
粉じんが多い場所は防じんマスクを着用した。
今は、着用して作業すべきだと思う。粉じんが
多く舞い、労働環境が悪い状況だったから。」と
述べていた。
３氏共にそれぞれが心身の疲労や混乱を抱え
た大変な状況であり、個人の健康に気を配る余

表１ 対象者の概要
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裕が無かった。また、震災直後は、一般的な家
庭用マスクの支給が行われ、すぐには防じんマ
スクの支給が行われていなかった。当時を振り
返り３氏共に労働環境の悪さから防じんマスク
着用の必要性が述べられた。
⑶ 災害廃棄物処理における安全衛生教育の状
況

３氏共に「参加した。しかし、道路の舗装工
事に戻る頃だった。自分には関係ないと思っ
た。」と述べ、安全衛生教育には参加したものの、
適切な時期に開催されていなかった。
⑷ 粉じん等による健康影響への不安
３氏共に「何十年後かに出てくると思う。」と

述べ、身体への影響に対する不安が述べられた。
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表２ インタビュー内容
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⑸ 仕事や健康に対する相談
Ａ氏とＣ氏は「誰にも相談しなかった。」と述

べ、Ｂ氏は「同僚には話したが家に帰ってまで
は話さなかった。」と述べていた。Ｂ氏はこの
他に「事務が安全衛生推進者を担っているが、
機能していなかった。」と述べ、相談できる体制
が整っていなかった。

考 察
３氏の防じんマスク着用は適切に行われてい

なかった。その要因として震災により全ての環
境が一変したことが影響していることが明らか
になった。
震災直後から、災害廃棄物処理に携わった３

氏は、まさに最前線で地元の復旧・復興のため
に作業に従事していた。その労働環境は決して
良かったとはいえず、震災前は休憩時間が決
まっていたが震災後は燃料の確保もままならな
い状況での作業となり労働時間や休憩時間は各
自の管理のもと行われ、燃料や時間にも気を配
りながら作業が行われていた。
さらに、作業開始前のミーティングには従来

の安全を重視した内容にご遺体を見つけた時の
対応確認が加わり誰もが不安を覚えるような内
容に大きく変化した。また、Ａ氏は自宅が被災
し、生活に必要なものさえも十分に確保できな
い状況へと変化したが、周囲から譲り受けた物
や支援物資等で仕事に必要なものを揃え、毎日
仕事に向かっていた。このような大変な状況下
であったが、労働者としての強い責任や自覚が
Ａ氏を仕事場へと向かわせていたと考える。Ｂ
氏は、自分の生活や明日がどうなるかも分から
ない状況の中、「放っておけない…行かなくて
はいけない。」と気持ちを奮い立たせて仕事場
に向かっていたと考えられる。さらに「がれき
の中には人々の財産やご遺体もあり、いつもよ
り慎重に丁寧に重機を操作するように心掛け
た。」とも述べており、全てに対し敬意を払いな
がら作業に従事していたと考える。Ｃ氏もＢ氏
同様に「自分たちが地元をどうにかしなければ
ならない。」と述べ、気持ちを奮い立たせ仕事場
に向かっていたと考える。さらに「余震や津波

への恐怖、死への不安があった。」とも述べてお
り、これらのことから３氏共に震災直後から、
労働に対する葛藤や混乱、津波への恐怖、生活
再建への不安といった、多様かつ複雑な問題や
思いを抱えながら作業に従事していたと考え
る。そのため、それぞれが心身の疲労や混乱を
抱えた大変な状況であり個人の健康に気を配る
余裕がなかった。このような状況が防じんマス
ク着用に影響していたことが明らかになった。
このような過酷な環境下であっても、地元で働
く建設業労働者として一人ひとりが使命感や責
任感、さらには建設業への誇りを持ちながら必
死に作業に従事していたことも明らかになっ
た。
さらに、震災発生数日から働く労働者に対す
る防じんマスクの支給や着用徹底等の衛生教育
開催の遅れが明らかになった。
地震や津波で破壊され生じた災害廃棄物の解
体作業や撤去、輸送時には常時粉じんが発生し、
これらの中には一般家屋や家具などの木製建材
の腐敗によって発生した病原菌やカビなどが含
まれている。さらに、津波によって運ばれた海
底の汚泥は、砂の混じった微小粒子が沈殿して
できたものであり、地上を移動する間に様々な
微生物や化学物質が混入する。それらが乾燥
し、粉じんとして巻き上げられると、カビや胞
子等の有機粉じん、微小粒子等が飛散する可能
性がある。また、倒壊建物の建材や残存した鉄
骨の解体や撤去作業時に発生する粉じんの中に
は、吹付けアスベスト等が含まれている可能性
もあったため、防じんマスク着用の必要性が
あった。厚生労働省労働基準局では労働局や建
設事業者等に対して、防じんマスク不足に対処
するための特例や石綿ばく露防止対策としての
防じんマスク着用徹底、安全衛生教育実施の徹
底を通知するなど、震災直後からさまざまな取
り組みを行ってきた。しかし、３氏の事業場に
おいて、震災後10日目頃から一般的な使い捨て
マスク（家庭用マスク）の支給が行われ、防じ
んマスクは日を追うごとに手元に届き、すぐに
は支給されていなかった。当時の防じんマスク
着用に関して、Ａ氏は、「何も考えられなかった。
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とにかくそれどころではない状況だった。」と
述べ、Ｂ氏は、「マスクの認識が頭に無かった。」
と述べていた。２氏共に混乱した状況も影響し
震災直後、防じんマスクを着用していなかった。
さらにＢ氏は「遅れた時期に防じんマスクが支
給された。周囲がアスベスト等を騒ぎ始めた
頃、防じんマスクの着用の徹底があった。」と述
べていた。このことから、適切な時期に防じん
マスクの支給が行われていなかった。Ｃ氏は、
「震災直後、付けたり付けなかったりした。一
般的な使い捨てマスク（家庭用マスク）を着用
したり、目に見えて埃が多い場所は防じんマス
クを着用した。」と述べており、防じんマスク着
用の必要性が認識されていなかった。また当
時、現場で働く労働者に防じんマスク着用の徹
底が十分に行われておらず、作業時の着用が適
切に行われていなかった。これらのことから、
震災発生数日から災害廃棄物処理に携わる労働
者に対する防じんマスクの支給や着用徹底の指
示の遅れが明らかになった。また、安全衛生教
育に関して、３氏共に、「参加した。しかし、災
害廃棄物処理から道路の舗装工事に戻る頃だっ
た。自分には関係ないと思った。」と述べ、３氏
共に参加はしたものの、３氏にとって適切な時
期に安全衛生教育が開催されていなかったた
め、自分の事として捉えることができていな
かった。
今後も起こりうる災害に備えるためには、災

害時のアスベスト被害を念頭に置いた平時から
の対策が重要であると考える。災害時、住民の
生活再建の柱ともなる救援ルートや道路確保の
ためにはまず、重機等を使った復旧作業が不可
欠である。そのため、災害直後から作業に従事
する可能性のある事業場においては、防じんマ
スク等の労働者の健康を守る保護具の備蓄を徹
底する必要がある。さらに、アスベストの基礎
知識や防じんマスクの正しい着用方法といった
内容を平時から安全衛生教育に取り入れ、知識
の普及・啓発に向けた対策が必要であると考え
る。また、自治体においても防災計画にアスベ
スト対策を盛り込み自治体全体で取り組んでい
くことが必要であると考える。

当時を振り返り労働環境の悪さから防じんマ
スク着用の必要性と健康影響への不安が３氏共
に述べられた。このような、労働や健康に対す
る思いについてＡ氏とＣ氏は、誰にも相談して
おらず、Ｂ氏は同僚に話す程度であった。
野地は２)は「男性は、弱さや男らしさの欠如

の現れを自覚する情報を話すことには、気が進
まないことが多い。」また「男性は心身機能低下
による影響がないうちは、健康問題への援助を
探さない人が多く見られる。」３)とも述べてい
る。３氏においても、震災当時の不安や心理的
な変化などを自発的に語ることはしなかった。
また、同僚との話題にする程度であり、相談者
を探そうとはしなかった。
３氏の事業場は衛生管理者の配置が義務付け
られてない小規模事業場であるため、事務職員
が安全衛生推進者として役割を担っていた。し
かし、実際はその機能は果たされておらず、心
身の変化や複雑な問題を抱えていたとしても相
談できる状況ではなく、労働者が安心・安全に
作業に従事できる環境が不足していた。そのた
め、事業場の規模に関わらず保健師などの専門
職を配置することができるようなシステム作り
が急務であると考える。身近に専門的な支援者
がいることで、日々の関わりを持つことができ
労働者のサインに早期に気づくことができる。
また、労働者の継続的な健康管理を展開するこ
とで３氏から述べられた将来的な健康影響への
不安に対しても対応が可能になると考える。
震災直後、住民の生活再建の柱ともなる救援
ルートや道路確保のため、不眠・不休で地元の
ために必死に作業を行ってきた守られるべき大
切な労働者の健康を守るためにも、労働衛生管
理体制の確立を整備していくことが重要である
と考える。災害廃棄物処理や解体作業時のアス
ベスト関連作業は、阪神・淡路大震災の時に大
きな問題となり、労働災害として認められた例
もあることから二度と繰り返すことがないよう
過去の教訓に学び、さらには東日本大震災の労
働実態を検証していくことが大切な労働者を守
ることにも繋がると考える。
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